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嘉
納
治
五
郎
と
東
灘

史
料
館
副
館
長
　
　

道
　
谷
　
　
　
卓

は
じ
め
に

　
来
年
（
二
〇
一
九
年
）
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
～
東
京
オ
リ
ム
ピ
ッ

ク
噺
（
ば
な
し
）
～
」
は
、
日
本
が
は
じ
め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
た
一
九
一
二

年
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
会
か
ら
、
一
九
六
四
年
の
東
京
大
会
開
催
ま
で
の
五
二

年
間
を
描
く
作
品
だ
。
そ
の
中
で
ド
ラ
マ
前
半
の
主
人
公
・
金か

な

栗く
り

四し

三そ
う

の
恩
師
と

し
て
役
所
広
司
さ
ん
が
演
ず
る
人
物
が
嘉
納
治
五
郎
で
あ
る
。
嘉
納
治
五
郎
は
、

講
道
館
柔
道
の
創
設
者
で
あ
り
、「
柔
道
の
父
」
と
も
言
わ
れ
、
柔
道
を
志
す
者
で

あ
れ
ば
世
界
の
ど
こ
に
行
っ
て
も
通
用
す
る
日
本
人
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
。

ま
た
、
日
本
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
初
参
加
に
尽
力
し
、
近
代
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
の
礎

を
築
い
た
人
物
と
し
て
「
日
本
の
体
育
の
父
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
こ
の
嘉
納
治
五
郎
が
、
東
灘
区
御
影
の
出
身
で
、
こ
の
地
域
の
近
代
教
育
の
基

礎
を
築
い
た
こ
と
を
知
る
人
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
、
嘉
納

治
五
郎
の
生
涯
と
東
灘
と
の
つ
な
が
り
を
、
特
に
教
育
の
点
を
中
心
に
述
べ
て
み

た
い
と
思
う
。

地図１　嘉納治五郎生誕の地（「阪神沿道地籍図（西部）」1920年発行より）
（地図１、２の黒塗りが浜東嘉納家の邸宅・千帆閣の場所）

地図２　「東灘区あんない」東灘区役所発行より
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一
、
御
影
生
ま
れ
の
嘉
納
治
五
郎

　
嘉
納
治
五
郎
は
、
一
八
六
〇
（
万
治
元
）
年
十
月
二
十
八
日
、
摂
津
国
菟
原
郡

御
影
村
浜は

ま
ひ
が
し

東
（
兵
庫
県
武
庫
郡
御
影
町
御
影
字
浜
東
〈
現
在
の
神
戸
市
東
灘
区
御

影
本
町
一
丁
目
〉）
で
、
父
・
治
郎
作
、
母
・
定
子
の
三
男
（
第
五
子
）
と
し
て
誕

生
す
る
（
地
図
１
、２
参
照
）。
幼
名
を
伸
之
助
と
言
っ
た
。
治
五
郎
の
生
家
、
嘉

納
家
は
、
浜
東
嘉
納
家
と
言
い
、
酒
造
業
や
廻
船
業
を
営
み
、
菊
正
宗
で
知
ら
れ

る
本
嘉
納
家
と
は
縁
戚
関
係
に
あ
っ
た
（
系
図
参
照
）。

　
治
五
郎
が
育
っ
た
浜
東
の
家
は
御
影
の
浜
に
面
し
て
お
り
、
屋
敷
か
ら
紀
淡
海

峡
を
航
行
す
る
帆
船
の
帆
影
が
青
畳
の
上
に
映
っ
た
と
こ
と
か
ら
「
千
帆
一
目
」

の
邸
宅
と
言
わ
れ
、「
千
帆
閣
」
と
も
称
さ
れ
た
（
こ
の
邸
宅
は
、
祖
父
・
治
作
が

建
て
た
）。
そ
し
て
、
治
五
郎
は
、
こ
の
浜
東
の
邸
宅
で
誕
生
か
ら
一
〇
歳
ま
で
の

幼
少
期
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る（

１
）。

一
八
六
三
（
文
久
三
）
年
、
治
五
郎
が
四
歳
の

時
、
軍
艦
奉
行
の
勝
海
舟
に
よ
る
和
田
岬
と
西
宮
の
砲
台
築
造
に
父
・
治
郎
作
が

協
力
す
る
こ
と
に
な
り
、
海
舟
は
千
帆
閣
を
訪
れ
、
幼
い
日
の
治
五
郎
と
出
会
っ

て
い
る
。
ま
た
、
一
八
六
五
（
慶
応
元
）
年
、
治
五
郎
六
歳
の
時
に
は
、
摂
海
防

備
視
察
に
来
た
老
中
・
小
笠
原
長
行
が
千
帆
閣
を
訪
れ
、
治
五
郎
は
、
も
み
じ
の

よ
う
な
手
を
行
儀
良
く
膝
の
上
に
置
き
老
中
に
謁
見
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
幼
少
期
の
治
五
郎
は
、
父
が
仕
事
で
多
忙
の
た
め
ほ
と
ん
ど
留
守
に
し
て
い
た

こ
と
も
あ
っ
て
、
家
で
は
、
母
・
定
子
と
過
ご
し
て
い
た
。
し
か
し
、
多
忙
な
父

で
あ
っ
た
が
、
治
五
郎
の
教
育
に
は
熱
心
で
、
一
八
六
六
（
慶
応
二
）
年
七
歳
の

時
か
ら
儒
者
の
山
本
竹
雲
に
、
習
字
と
経
書
の
素
読
を
習
わ
せ
た
。
こ
の
よ
う
な

教
え
を
受
け
、
治
五
郎
は
、
八
歳
の
時
（
一
八
六
七
年
）
に
、
字
を
拾
い
集
め
て

二
冊
の
小
さ
な
本
を
作
り
、
そ
の
一
冊
を
『
天
熹
章
』
と
名
付
け
た
が
、
こ
れ
は
、

『
大
学
』
の
天
下
の
「
天
」
と
、「
朱
熹
章
句
」
の
一
部
を
あ
わ
せ
た
も
の
だ
と
い

う
。

　
幼
少
期
の
御
影
時
代
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
母
と
生
活
し
て
い
た
治
五
郎
は
、
の

ち
に
一
九
〇
二
（
明
治
三
十
五
）
年
頃
の
手
記
に
「
母
ガ
常
ニ
他
人
ノ
為
ニ
自
分

ヲ
忘
レ
テ
尽
ス
コ
ト
デ
ア
ル
。
誰
ニ
カ
ウ
シ
テ
遣
ル
ト
カ
彼
ニ
カ
ウ
シ
テ
遣
ラ
ウ

ト
カ
、
誰
ガ
気
ノ
毒
デ
ア
ル
ト
カ
、
ヨ
ク
心
配
シ
テ
居
ッ
タ
コ
ト
ヲ
覚
エ
テ
居
ル
」

と
母
の
思
い
出
を
書
い
て
お
り
、
他
人
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と
を
母
が
教
え
て
く

れ
た
と
述
懐
し
て
い
る
。
こ
の
母
の
教
え
が
、
教
育
者
と
し
て
大
成
す
る
治
五
郎

の
基
礎
を
築
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
母
も
治
五
郎
が
一
〇
歳
の
時
、

一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
に
病
気
で
亡
く
な
り
、
こ
れ
を
契
機
に
治
五
郎
は
生
地

を
離
れ
、
父
に
連
れ
ら
れ
東
京
で
の
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
。

二
、
嘉
納
治
五
郎
の
生
涯

　
治
五
郎
は
、
母
の
死
去
を
契
機
に
、
父
に
連
れ
ら
れ
居
を
東
京
に
移
し
た
が
、

本
節
で
は
、
東
京
転
居
後
の
治
五
郎
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
す
る（

２
）。

東
京
に
転
居
し
た
治
五
郎
は
、
育
英
義
塾
に
入
り
英
語
や
ド
イ
ツ
語
を
学
び
、
東

京
帝
国
大
学
の
前
身
・
官
立
開
成
学
校
に
入
学
し
た
の
ち
、
同
校
が
東
京
帝
国
大

学
と
改
称
さ
れ
た
こ
と
で
文
学
部
に
編
入
、
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
、
治
五

郎
二
二
歳
の
時
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
政
治
学
・
理
財
学
を
卒
業
（
文
学
士
）

し
た
。

　
治
五
郎
は
、
育
英
義
塾
に
通
っ
て
い
た
頃
か
ら
、
自
身
の
身
体
が
虚
弱
だ
っ
た

こ
と
に
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
感
じ
て
い
た
の
で
、
非
力
な
者
で
も
強
者
を
負
か
す

こ
と
の
出
来
る
柔
術
に
あ
こ
が
れ
を
持
ち
、
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
父
の

反
対
に
あ
っ
た
た
め
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
治
五
郎
は
あ
き
ら
め
き
れ
ず
、
一
八

（
系
図
）

本
嘉
納
三
代 

四
代 

八
代

　
　
　
治
郎
右
衛
門
　
治
郎
右
衛
門
　
（
三
代
省
略
）

　
治
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
東
嘉
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
代
　
　
二
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
作
郎
　
治
作
　
定
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
郎
作
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歳
の
時
（
一
八
七
七
〈
明
治
十
〉
年
）、
天
神
真
揚
流
（
平
服
で
行
う
）
福
田
八
之

助
に
入
門
し
柔
術
を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
、
起
倒
流
（
鎧
着
用
で
行
う
）

の
柔
術
を
学
ぶ
に
至
っ
た
。
治
五
郎
は
こ
の
柔
術
の
二
流
派
を
も
と
に
改
良
を
重

ね
、
東
大
卒
業
の
年
、「
柔
道
」
を
確
立
し
た
。
そ
し
て
、
一
八
八
二
（
明
治
十
五
）

年
、
下
谷
北
稲
荷
町
一
六
（
現
・
台
東
区
東
上
野
五
丁
目
）
の
永
昌
寺
に
、「
講
道

館
」
を
創
設
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
治
五
郎
は
、
講
道
館
を
拠
点
に
、
柔
道
を
広
め
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の

理
念
と
な
っ
た
言
葉
が
彼
に
よ
っ
て
考
え
出
さ
れ
た
「
精
力
善
用
　
自
他
共
栄
」

で
あ
る
。「
精
力
善
用
」
は
心
身
の
持
つ
す
べ
て
の
力
を
最
大
限
に
生
か
し
て
、
社

会
の
た
め
に
善
い
方
向
に
用
い
る
と
言
う
理
念
で
、「
自
他
共
栄
」
は
柔
道
を
通
し

て
得
た
相
手
に
対
し
敬
い
感
謝
す
る
こ
と
で
信
頼
し
合
い
助
け
合
う
心
を
育
み
自

分
だ
け
で
な
く
他
人
と
共
に
栄
え
あ
る
世
の
中
に
し
よ
う
と
い
う
理
念
で
、
こ
の

二
つ
は
治
五
郎
の
進
む
べ
き
道
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
治
五
郎
は
教
育
者
と
し
て
も
顕
著
な
功
績
を
残
し
て
い
る
。
講
道
館
を

創
設
し
た
一
八
八
二
年
に
、
学
習
院
の
講
師
と
な
り
政
治
学
の
教
鞭
を
と
っ
た
こ

と
が
教
育
者
と
し
て
の
第
一
歩
で
あ
り
、
一
八
八
六
（
明
治
十
九
）
年
に
は
教
頭

に
昇
任
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
年
に
文
部
省
参
事
官

兼
第
五
高
等
中
学
校
校
長
と
な
り
、
単
身
熊
本
に
赴
任
す
る
。
そ
し
て
、
一
八
九
三

（
明
治
二
十
六
）
年
に
は
東
京
高
等
師
範
学
校
（
後
の
東
京
教
育
大
学
、
現
在
の
筑

波
大
学
）
の
校
長
に
就
任
し
、
治
五
郎
は
、
同
校
の
校
長
を
三
期
計
二
三
年
余
り

の
長
き
に
渡
っ
て
務
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
、
治
五
郎
は
、
中
等
教
員
養
成

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
に
大
き
く
関
わ
り
、
そ
の
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
い
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
治
五
郎
は
、「
日
本
体
育
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
柔
道
を
そ
の

基
盤
に
置
き
な
が
ら
、
日
本
の
近
代
ス
ポ
ー
ツ
に
も
多
大
な
る
貢
献
を
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
柔
道
が
世
界
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ど
う
し
て
か
。
そ
れ

は
、
治
五
郎
が
熊
本
の
五
高
校
長
の
と
き
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
、
す
な
わ

ち
小
泉
八
雲
を
英
語
教
師
と
し
て
招
聘
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
八
雲
は
、

治
五
郎
の
柔
道
に
興
味
を
持
ち
、
そ
の
こ
と
を
著
書
『
東
の
国
か
ら
』（
一
八
九
五

年
、"O

u
t o

f th
e E

a
st"

）
に
書
き
記
し
、
こ
の
本
を
通
し
て
欧
米
に
柔
道
が
紹

介
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
柔
道
の
世
界
進
出
は
、
治
五
郎
を
、
世
界
の
舞
台

へ
と
送
り
出
す
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
、
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
創

設
者
・
ク
ー
ベ
ル
タ
ン
男
爵
か
ら
の
要
請
で
、
一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
、

東
洋
初
の
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
の
委
員
に
就
任
す
る
と
い
う

形
で
実
現
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
契
機
に
、
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
日
本
は
初
め
て
参
加
し
、
治
五
郎
は
日
本
選
手
団
団

長
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
治
五
郎
は
、
存
命
中
に
開
催
さ
れ
た
ほ
と
ん
ど
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
臨
席
し
て
い
る（

３
）。

こ
の
間
、
治
五
郎
は
、
一
九
一
一
（
明
治

四
十
四
）
年
大
日
本
体
育
協
会
を
設
立
し
、
初
代
の
会
長
に
就
任
し
て
い
る
。
ま

た
、
治
五
郎
は
Ｉ
Ｏ
Ｃ
委
員
と
し
て
精
力
を
傾
け
た
こ
と
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

東
京
開
催
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
九
三
六
年
（
昭
和
十
一
）
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で
、

一
九
四
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
戦
争
激
化
で
中
止
）
招
致
の
成
功
へ
と
つ

な
が
る
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
教
育
者
、「
柔
道
の
父
」、「
日
本
体
育
の
父
」
と
し
て
活
躍
し
た

治
五
郎
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
五
月
四
日
、
カ
イ
ロ
で
の
Ｉ
Ｏ

Ｃ
総
会
か
ら
の
帰
国
途
上
の
氷
川
丸
の
船
中
で
肺
炎
を
発
症
し
て
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ

た
（
享
年
七
九
歳
）。

三
、
嘉
納
治
五
郎
と
東
灘
と
の
か
か
わ
り

　
普
段
は
東
京
に
住
ま
い
を
構
え
る
治
五
郎
で
あ
っ
た
が
、
生
ま
れ
故
郷
の
御
影

を
は
じ
め
東
灘
か
ら
神
戸
市
全
域
に
範
囲
を
広
げ
て
み
る
と
、
旅
行
や
出
張
と
称

し
て
、
頻
繁
に
こ
の
地
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（

４
）。

と
り
わ
け
、
治
五
郎
の

本
家
筋
に
あ
た
る
菊
正
宗
の
本
嘉
納
八
代
目
・
嘉
納
治
郎
右
衛
門
は
同
世
代
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
親
交
が
あ
つ
く
、
し
ば
し
ば
、
御
影
の
治
郎
右
衛
門
の
邸
宅
を
訪

れ
て
い
る
。

　
実
は
、
こ
の
治
五
郎
の
治
郎
右
衛
門
宅
へ
の
訪
問
が
き
っ
か
け
で
、
御
影
を
文
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教
の
地
へ
と
発
展
さ
せ
る
基
礎
を
築
い
た
組
織
が
考
案
さ
れ
て
い
る（

５
）。

そ
れ
は
、

「
御
影
教
育
義
会
」
と
い
う
組
織
で
、
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
三
月
二
十
七

日
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
治
郎
右
衛
門
を
は
じ
め
地
元
の
有
志
は
、
か
ね
て
か
ら
、

御
影
町
に
教
育
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
熟
慮
し
て
い
た
。
同

年
二
月
二
十
六
日
に
、
文
部
省
参
事
官
で
あ
っ
た
治
五
郎
が
治
郎
右
衛
門
を
訪
問

し
た
際
に
、
治
郎
右
衛
門
た
ち
は
治
五
郎
を
囲
ん
で
懇
話
会
を
開
き
、
教
育
普
及

の
た
め
に
ど
う
す
べ
き
か
を
相
談
し
、
治
五
郎
は
そ
の
場
で
自
ら
の
教
育
理
念
を

語
り
、
普
及
の
た
め
の
組
織
を
作
る
べ
き
で
あ
る
と
語
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
設
立

さ
れ
た
の
が
「
御
影
教
育
義
会
」
で
あ
り
、
い
わ
ば
、
こ
の
組
織
は
、
治
五
郎
発

案
の
組
織
で
あ
っ
た
。
こ
の
会
は
、
御
影
町
教
育
の
普
及
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
尋
常
小
学
校
や
そ
こ
に
通
う
児
童
へ
の
援
助
を
行
い
、
町
民
に
は
講
演
会

を
開
催
し
て
教
育
の
重
要
性
を
説
い
て
い
っ
た
。
こ
の
会
が
行
っ
た
こ
と
の
中
で

特
筆
す
べ
き
は
、
治
五
郎
の
助
言
の
も
と
、
幼
児
教
育
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
幼

稚
園
を
設
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
に
開

園
し
た
御
影
幼
稚
園
で
、
開
設
当
初
は
御
影
教
育
義
会
が
運
営
し
た
私
立
の
幼
稚

園
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
五
年
後
の
一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
に
町
立
に
移
管

し
て
い
る
。
今
、
御
影
地
域
に
は
、
こ
の
御
影
幼
稚
園
を
は
じ
め
、
御
影
小
学
校
、

御
影
中
学
校
、
御
影
高
校
が
半
径
三
〇
〇
㍍
の
円
内
に
立
地
し
、「
文
教
の
地
」
を

形
成
し
て
い
る
と
い
う
そ
の
源
流
は
、
こ
の
御
影
教
育
義
会
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
ま
た
、
治
五
郎
は
、
東
灘
に
彼
の
教
育
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
学
校
の
設
立

に
参
画
し
て
い
る
。
今
や
全
国
的
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
「
灘
中
学
校
・
灘

高
等
学
校
」
で
あ
る
。
灘
中
学
校
は
、
灘
五
郷
の
酒
造
家
で
あ
る
菊
正
宗
の
本
嘉

納
家
、
白
鶴
の
白
嘉
納
家
、
桜
正
宗
の
山
邑
家
の
三
家
の
篤
志
を
受
け
て
設
立
さ

れ
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
本
嘉
納
の
治
郎
右
衛
門
が
奉
公
人
の
人
材
育
成
を
行

い
た
い
と
い
う
思
い
と
、
治
五
郎
が
治
郎
右
衛
門
へ
語
っ
た
こ
れ
か
ら
の
日
本
を

支
え
る
人
材
を
作
る
学
校
を
作
り
た
い
と
い
う
理
想
が
マ
ッ
チ
し
た
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
桜
正
宗
代
表
で
元
魚
崎
町
長
の
山
邑
太
三
郎
が
、
官
公
立
学
校
の
欠
点

を
補
い
特
色
を
有
す
る
私
立
学
校
の
設
置
を
熱
望
、
魚
崎
町
の
町
有
地
を
校
地
と

し
て
無
償
提
供
す
る
よ
う
町
長
に
申
し
入
れ
た（

６
）。

こ
う
し
た
酒
造
家
の
思
い
と
治

五
郎
の
教
育
へ
の
思
い
が
開
花
し
、
灘
中
学
校
設
立
へ
と
動
い
て
い
っ
た
。
治
五

郎
は
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
十
月
八
日
、
御
影
で
、
両
嘉
納
家
や
山
邑
家
な

ど
関
係
者
と
灘
中
学
校
の
設
立
に
む
け
協
議
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
年
十
月

二
十
四
日
、
旧
制
灘
中
学
校
の
設
立
認
可
が
お
り
、
翌
年
四
月
か
ら
の
開
校
が
決

ま
っ
た
。

　
初
代
校
長
に
は
、
治
五
郎
が
愛
弟
子
の
眞
田
範
衞
を
招
聘
し
た
。
眞
田
は
学
校

の
「
教
育
の
方
針
」
を
定
め
、
自
ら
校
歌
・
生
徒
歌
も
作
詞
し
た
。
ま
た
、
治
五

郎
自
身
も
学
校
の
顧
問
と
な
り
、
校
是
に
は
自
ら
柔
道
の
精
神
と
し
て
唱
え
た
「
精

力
善
用
　
自
他
共
栄
」
を
採
り
入
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
四

月
一
日
、
旧
制
灘
中
学
校
が
開
校
、
治
五
郎
は
開
校
・
入
学
式
に
参
列
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
治
五
郎
は
、
同
校
の
入
学
式
、
卒
業
式
に
は
必
ず
列
席
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
治
五
郎
は
、
灘
中
学
校
は
も
と
よ
り
、
御
影
師
範
学
校
や
魚
崎
小

学
校
な
ど
、
地
元
の
学
校
な
ど
で
柔
道
、
教
育
、
体
育
を
題
材
に
数
多
く
の
講
演

を
実
施
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
嘉
納
治
五
郎
を
顕
彰
し
よ
う
と
、
地
元
で
は
、
御
影
公
会
堂
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

（
二
〇
一
七
年
四
月
）
に
あ
わ
せ
、
そ
の
地
下
に
「
嘉
納
治
五
郎
記
念
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
置
し
た
。
治
五
郎
関
係
の
資
料
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
中
央
に
は
、

柔
道
着
姿
の
等
身
大
の
治
五
郎
の
銅
像
が
置
か
れ
て
い
る
（
写
真
１
）。
ま
た
、
灘

中
学
校
の
校
庭
に
も
治
五
郎
の
紋
付
袴
姿
の
銅
像
が
立
っ
て
い
る
（
写
真
２
）

（
７
）。

　
地
元
で
は
こ
れ
ま
で
、
嘉
納
治
五
郎
に
つ
い
て
、
そ
れ
ほ
ど
関
心
を
示
し
て
こ

な
か
っ
た
。
彼
の
生
誕
の
地
が
ど
こ
か
を
知
る
人
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
を
契
機
に
、
嘉
納
治
五
郎
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、
地
元
の

人
々
が
少
し
で
も
興
味
を
示
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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（
註
）

（
１
）
幼
少
期
・
御
影
時
代
の
治
五
郎
に
つ
い
て
は
、『
嘉
納
治
五
郎
体
系
　
第

一
三
巻
　
年
譜
』（
一
九
八
八
年
、
講
道
館
監
修
）
を
参
照
し
た
。

（
２
）
本
節
に
お
け
る
治
五
郎
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、『
気
概
と
行
動
の
教
育
者
　

嘉
納
治
五
郎
』（
二
〇
一
一
年
、
生
誕
一
五
〇
周
年
記
念
出
版
委
員
会
編
、
筑

波
大
学
出
版
会
発
行
）
を
参
照
し
た
。

（
３
）
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
で
、
治
五
郎
と
と
も
に
、

後
に
深
江
で
深
山
医
院
を
開
業
す
る
深
山
杲
が
、
日
本
水
泳
選
手
団
の
チ
ー

ム
ド
ク
タ
ー
と
し
て
随
行
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

（
４
）
治
五
郎
の
動
静
は
、
前
掲
（
１
）
の
『
年
譜
』
の
ほ
か
、『
講
道
館
百
三
十

年
沿
革
史
』（
二
〇
一
二
年
、
講
道
館
発
行
）
付
録
の
Ｃ
Ｄ
版
に
収
録
さ
れ
て

い
る
「
年
表
編
」
か
ら
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
５
）
こ
の
組
織
の
設
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
武
庫
郡
誌
』（
一
九
二
一
年
、

武
庫
郡
教
育
会
編
）
四
七
五
頁
以
下
を
参
照
。

（
６
）
灘
中
学
校
設
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
魚
崎
町
誌
』（
一
九
五
七
年
、
魚

崎
町
誌
編
纂
委
員
会
）
五
七
九
頁
以
下
を
参
照
。

（
７
）
な
お
、
嘉
納
治
五
郎
の
銅
像
は
、
こ
の
東
灘
区
内
の
二
基
を
含
め
、
国
内

に
五
基
あ
る
。
残
り
の
三
基
は
、
東
京
都
の
筑
波
大
学
附
属
小
学
校
占
春
園

と
講
道
館
、
茨
城
県
の
筑
波
大
学
。

写真１　御影公会堂の嘉納治五郎記念
　コーナーに設置された
嘉納治五郎の銅像　

写真２　灘中学校・高等学校内・嘉納治五郎の銅像
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